
             
平成20年11月20日 

  各      位 
 

   会 社 名  株  式  会  社  
代表者名  代表取締役会長兼社長  石原坂寿美江 

（コード番号 ７６１７・東証第二部） 
問合せ先   取締役執行役員管理本部長   柵 山 健 哉 

（TEL 03－6407－2511） 
 
 
 

（訂正）「平成19年２月期 中間決算短信（非連結）」の一部訂正に関するお知らせ 
 
 

当社は平成 20 年 9 月 17 日付、「不適切な経理処理の判明について」公表いたしましたが、本日、その具体的な訂正内容が確

定いたしましたので下記のとおりお知らせいたします。 
なお、訂正箇所につきましては、訂正前と訂正後をそれぞれ添付し、訂正箇所には（下線）を付して表示しております。 
また、同期間の有価証券報告書、半期報告書につきましては、本日訂正報告書を関東財務局へ提出いたしましたので併せてお

知らせいたします。 
 
 

記 

 
1. 訂正を行う中間決算短信（非連結）の概要 

決算期：平成19年２月期中間（平成18年３月１日～平成18年８月31日） 
公表日：平成18年10月10日 
 

2. 訂正に至る経緯 
訂正に至る経緯につきましては、本日別途開示いたしました「当社における不適切な経理処理に関する調査結果のご報告」に記

載しておりますので、併せてご参照くださいますようお願い申し上げます。 
以 上 

                                  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（訂正前） 
平成19年2月期        中間決算短信（非連結）                           

平成18年10月10日 

会 社 名        株式会社 オオゼキ                         上場取引所       東証第二部 

コ ー ド 番 号         ７６１７                              本社所在都道府県     東京都 
（ＵＲＬ http://www.ozeki-net.co.jp） 
代   表   者    役職名 代表取締役社長                 氏名 佐藤美喜雄  

問合せ先責任者    役職名 取締役執行役員管理本部長 氏名 藤 本 昌 訓 TEL（03）5355－6685(直通) 
決算取締役会開催日 平成18年10月10日               配当支払開始日 平成－年－月－日 

単元株制度採用の有無  有（１単元100株） 
 

１．18年8月中間期の業績（平成18年3月1日～平成18年8月31日） 

(1) 経営成績                                                             （金額単位：百万円未満切り捨て） 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 

 

18年8月中間期 

17年8月中間期 

百万円   ％

31,025（  14.6） 
       27,070（   5.6） 

百万円   ％ 
        2,201（  19.2） 
        1,846（  △3.8） 

百万円   ％ 
        2,214（ 19.0） 
        1,861（ △4.3） 

18年2月期        55,787         4,133         4,167 
 

 
中間(当期)純利益 

1 株 当 た り 中 間

( 当 期 ) 純 利 益

潜 在 株 式 調 整 後

1 株当たり中間(当期)純利益

 

18年8月中間期 

17年8月中間期 

百万円   ％ 
1,305（ 21.5） 

        1,073（ △3.4） 

          円  銭 
      109 35 
       92  06 

              円  銭 
        107  89 
         90  65 

18年2月期        2,410       205  46         201   63 
(注)   1．持分法投資損益  18年8月中間期    －百万円    17年8月中間期    －百万円    18年2月期    －百万円 

    2．期中平均株式数  18年8月中間期11,935,622株   17年8月中間期11,664,953株   18年2月期11,732,603株 

    3．会計処理の方法の変更  有 

    4．売上高、営業利益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率 

 (2) 財政状態                              （金額単位：百万円未満切り捨て） 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 

18年8月中間期 

17年8月中間期 

百万円 
26,661 
23,651 

百万円 
 19,639 
16,846 

％ 
73.7 
71.2 

           円  銭 
      1,641 45 

 1,439  38 
18年2月期 25,040 18,492 73.9  1,556  11 

(注)   1．期末発行済株式数 18年8月中間期11,964,780株   17年8月中間期11,702,980株   18年2月期11,883,780株 

      2．期末自己株式数  18年8月中間期   686,220株   17年8月中間期   948,020株   18年2月期   767,220株 

 (3) キャッシュ・フローの状況                      （金額単位：百万円未満切り捨て） 

 営 業 活 動 に よ る  

キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期 末 残 高

 

18年8月中間期 

17年8月中間期 

百万円 
2,252 
1,334 

百万円 
△424 

     △751 

百万円 
△357 

      △410 

百万円 
8,072 
6,154 

18年2月期 3,040    △2,109 △311 6,600 
 

２．19年2月期の業績予想（平成18年3月1日～平成19年2月28日） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

 

通 期 

百万円 
63,075 

百万円 
4,665 

百万円 
2,744 

(参考) 1株当たり予想当期純利益（通期）  229 円35銭 

３. 配当状況 

現金配当 1株当たり配当金（円） 

 中間期末 期末 年間 
18年2月期 － 25.00 25.00 
19年2月期（実績） － － 
19年2月期（予想） － 35.00 35.00 

（注） 19年2月期期末配当金の内訳  普通配当 30.00円 記念配当 5.00円 

 

※ 上記業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の業績は、様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。上記業績

に関する事項は、添付書類の5頁をご参照ください。 
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（訂正後） 

平成19年2月期        中間決算短信（非連結）                           
平成18年10月10日 

会 社 名        株式会社 オオゼキ                         上場取引所       東証第二部 

コ ー ド 番 号         ７６１７                              本社所在都道府県     東京都 
（ＵＲＬ http://www.ozeki-net.co.jp） 
代   表   者    役職名 代表取締役社長                 氏名 佐藤美喜雄  

問合せ先責任者    役職名 取締役執行役員管理本部長 氏名 藤 本 昌 訓 TEL（03）5355－6685(直通) 
決算取締役会開催日 平成18年10月10日               配当支払開始日 平成－年－月－日 

単元株制度採用の有無  有（１単元100株） 
 

１．18年8月中間期の業績（平成18年3月1日～平成18年8月31日） 

(1) 経営成績                                                             （金額単位：百万円未満切り捨て） 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 

 

18年8月中間期 

17年8月中間期 

百万円   ％

31,025（  14.6） 
       27,070（   5.6） 

百万円   ％ 
        2,197（  19.2） 
        1,842（  △3.3） 

百万円   ％ 
        2,210（ 19.0） 
        1,857（ △3.8） 

18年2月期        55,787         4,111         4,144 
 

 
中間(当期)純利益 

1 株 当 た り 中 間

( 当 期 ) 純 利 益

潜 在 株 式 調 整 後

1 株当たり中間(当期)純利益

 

18年8月中間期 

17年8月中間期 

百万円   ％ 
1,300（ 21.6） 

        1,069（ △2.4） 

          円  銭 
      109 00 
       91  72 

              円  銭 
        107  54 
         90  32 

18年2月期        2,387       203  52         199   72 
(注)   1．持分法投資損益  18年8月中間期    －百万円    17年8月中間期    －百万円    18年2月期    －百万円 

    2．期中平均株式数  18年8月中間期11,935,622株   17年8月中間期11,664,953株   18年2月期11,732,603株 

    3．会計処理の方法の変更  有 

    4．売上高、営業利益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率 

 (2) 財政状態                              （金額単位：百万円未満切り捨て） 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 

18年8月中間期 

17年8月中間期 

百万円 
26,616 
23,629 

百万円 
19,594 
16,823 

％ 
73.6 
71.2 

           円  銭 
1,637  65 

 1,437  46 
18年2月期 24,999 18,451 73.8  1,552  64 

(注)   1．期末発行済株式数 18年8月中間期12,651,000株   17年8月中間期12,651,000株   18年2月期12,651,000株 

      2．期末自己株式数  18年8月中間期   686,220株   17年8月中間期   948,020株   18年2月期   767,220株 

 (3) キャッシュ・フローの状況                      （金額単位：百万円未満切り捨て） 

 営 業 活 動 に よ る  

キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期 末 残 高

 

18年8月中間期 

17年8月中間期 

百万円 
2,248 
1,330 

百万円 
△424 

     △751 

百万円 
△357 

      △410 

百万円 
8,026 
6,132 

18年2月期 3,017    △2,109 △311 6,559 
 

２．19年2月期の業績予想（平成18年3月1日～平成19年2月28日） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

 

通 期 

百万円 
63,075 

百万円 
4,665 

百万円 
2,744 

(参考) 1株当たり予想当期純利益（通期）  229 円35銭 

３. 配当状況 

現金配当 1株当たり配当金（円） 

 中間期末 期末 年間 
18年2月期 － 25.00 25.00 
19年2月期（実績） － － 
19年2月期（予想） － 35.00 35.00 

（注） 19年2月期期末配当金の内訳  普通配当 30.00円 記念配当 5.00円 

 

※ 上記業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の業績は、様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。上記業績

に関する事項は、添付書類の5頁をご参照ください。 
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（訂正前） 
3.経 営 成 績 及 び 財 政 状 態 

 

（１） 当中間会計期間の概況 

 当中間会計期間におけるわが国経済は、民需主導で巡航速度での成長を続けておりますが、景気拡大の

主役は企業部門が中心であり、賃金等の伸び悩みから、家計部門への移行が進んでいない状況でありまし

た。当社を取巻く環境といたしましては、業態を超えた競合、そのための価格競争激化がより鮮明となり、

予断を許さない状況が継続しておりました。 

 このような状況の下当社では、当期が創業50周年の記念すべき年度でもあり、これを機会に当社の原点

を再度見つめ直し、基本方針を徹底してまいりました。具体的施策として、「商い」、即ち「売ること」の

難しさ、喜びを全従業員が再度体験し、体得するため、前期後半より始めた「店舗別、部門別販売コンク

ール」を継続実施し、従業員、店舗の活性化を図るとともに、4 月に新設いたしました店舗支援部による

店長及び店舗の支援体制を構築いたしました。また、商品創りといたしまして、「こだわり商品」のお客様

への積極的な提案、売込みにより、品揃え等の差別化にも取り組んでまいりました。 
 出店につきましては、3月28日に28番目の店舗といたしまして三鷹店、6月6日には29番目の店舗と

いたしまして戸越公園店を開店いたしました。三鷹店は、東京都三鷹市内初の出店となりましたが、三鷹

駅前再開発に伴う新築ビル内での賃借物件であり、戸越公園店も新築賃借物件でありますが、東急大井町

線戸越公園駅前で、当社戸越銀座店、旗の台店の近隣に位置しドミナント型店舗であります。昨年12月の

下北沢店から前述の戸越公園店まで、約半年間に 4 店舗出店という当社にとっての初めてのチャレンジで

ありましたが、4店舗とも順調な推移を示しております。 

 以上の結果、競合、天候不順等の要因により、既存店売上高は前年対比 99.7％と前年実績を若干下回り

はいたしましたが、新店を加えた当中間会計期間の売上高は310億25 百万円（前年同期比14.6％増）と平

成18年4月10日に発表いたしました業績予想より75百万円上回ることができました。利益につきまして

も、昨年後半からの生鮮部門を中心とした売上総利益率の改善傾向が続いており、売上総利益率 24.0％と

前年同期比で0.3ポイントの改善となっております。販売管理費につきましては、概ね予測通りの進捗状況

であり、経常利益は22億14百万円（同19.0％増）、中間純利益は13億5百万円（同21.5％増）と2桁の

増収増益を達成いたしました。 

 

（２）財政状態 

 当中間会計期間末における貸借対照表及びキャッシュ・フローの状況につきましては、以下のとおりで

あります。 

① 貸借対照表 

当中間会計期間末における総資産は、266億61百万円と前期末から16億20百万円の増加となりまし

た。これは、主に当中間期の当期純利益が13億5百万円となった結果、現金及び預金が14億40百万円

増加したことによるものであります。 

 当中間会計期間末における負債は、70億22百万円と前期末に比べ4億74百万円の増加となりました。

これは、主に新規出店にともなう仕入増加による買掛金2億20百万円、未払法人税等94百万円の増加

によるものであります。 

 当中間会計期間末における純資産の残高は、196億39百万円と前期末に比べ11億46百万円の増加と

なりました。これは、主に中間純利益13億5百万円の増加、利益処分による剰余金の配当2億97百万

円の減少によるものであります。 

 

② キャッシュ・フロー 

当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、新規出店のための有形固

定資産の取得による支出、長期借入金返済による支出等がありましたが、税引前中間純利益が22 億 10

百万円（前年同期比3億55百万円増）となり、前期末と比較して14億71百万円増加し、80億72百万

円となりました。 

 当中間会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  
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（訂正後） 

3.経 営 成 績 及 び 財 政 状 態 

 

（１）当中間会計期間の概況 

 当中間会計期間におけるわが国経済は、民需主導で巡航速度での成長を続けておりますが、景気拡大の

主役は企業部門が中心であり、賃金等の伸び悩みから、家計部門への移行が進んでいない状況でありまし

た。当社を取巻く環境といたしましては、業態を超えた競合、そのための価格競争激化がより鮮明となり、

予断を許さない状況が継続しておりました。 

 このような状況の下当社では、当期が創業50周年の記念すべき年度でもあり、これを機会に当社の原点

を再度見つめ直し、基本方針を徹底してまいりました。具体的施策として、「商い」、即ち「売ること」の

難しさ、喜びを全従業員が再度体験し、体得するため、前期後半より始めた「店舗別、部門別販売コンク

ール」を継続実施し、従業員、店舗の活性化を図るとともに、4 月に新設いたしました店舗支援部による

店長及び店舗の支援体制を構築いたしました。また、商品創りといたしまして、「こだわり商品」のお客様

への積極的な提案、売込みにより、品揃え等の差別化にも取り組んでまいりました。 
 出店につきましては、3月28日に28番目の店舗といたしまして三鷹店、6月6日には29番目の店舗と

いたしまして戸越公園店を開店いたしました。三鷹店は、東京都三鷹市内初の出店となりましたが、三鷹

駅前再開発に伴う新築ビル内での賃借物件であり、戸越公園店も新築賃借物件でありますが、東急大井町

線戸越公園駅前で、当社戸越銀座店、旗の台店の近隣に位置しドミナント型店舗であります。昨年12月の

下北沢店から前述の戸越公園店まで、約半年間に 4 店舗出店という当社にとっての初めてのチャレンジで

ありましたが、4店舗とも順調な推移を示しております。 

 以上の結果、競合、天候不順等の要因により、既存店売上高は前年対比 99.7％と前年実績を若干下回り

はいたしましたが、新店を加えた当中間会計期間の売上高は310億25 百万円（前年同期比14.6％増）と平

成18年4月10日に発表いたしました業績予想より75百万円上回ることができました。利益につきまして

も、昨年後半からの生鮮部門を中心とした売上総利益率の改善傾向が続いており、売上総利益率 24.0％と

前年同期比で0.3ポイントの改善となっております。販売管理費につきましては、概ね予測通りの進捗状況

であり、経常利益は22億10百万円（同19.0％増）、中間純利益は13億円（同21.6％増）と2桁の増収増

益を達成いたしました。 

 

（２）財政状態 

 当中間会計期間末における貸借対照表及びキャッシュ・フローの状況につきましては、以下のとおりで

あります。 

① 貸借対照表 

当中間会計期間末における総資産は、266億16百万円と前期末から16億16百万円の増加となりまし

た。これは、主に当中間期の当期純利益が13億円となった結果、現金及び預金が14億36百万円増加し

たことによるものであります。 

 当中間会計期間末における負債は、70億22百万円と前期末に比べ4億74百万円の増加となりました。

これは、主に新規出店にともなう仕入増加による買掛金2億20百万円、未払法人税等94百万円の増加

によるものであります。 

 当中間会計期間末における純資産の残高は、195億94百万円と前期末に比べ11億42百万円の増加と

なりました。これは、主に中間純利益13億円の増加、利益処分による剰余金の配当2億97百万円の減

少によるものであります。 

 

② キャッシュ・フロー 

当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、新規出店のための有形固

定資産の取得による支出、長期借入金返済による支出等がありましたが、税引前中間純利益が22 億 06

百万円（前年同期比3億54百万円増）となり、前期末と比較して14億67百万円増加し、80億26百万

円となりました。 

 当中間会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  
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（訂正前） 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は22億52百万円（前年同期比9億18百万円増）となりました。この主

な内訳は、税引前中間純利益が22億10百万円（前年同期比3億55百万円増）と好調に推移し、また減

価償却費が2億67百万円（前年同期比57百万円増）発生し、新規出店により仕入債務が2億20百万円

（前年同期比95百万円増）及び未払金1億96百万円ありましたが、一方法人税等の支払による支出が8

億34百万円（前年同期比45百万円増）あったことによるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は4億24百万円（前年同期比3億27百万円減）となりました。この主

な内訳は、新規出店のための有形固定資産の取得による支出が4億3百万円（前年同期比76百万円減）

と店舗保証金の差入等による支出が36百万円（前年同期比2億90百万円減）発生したことによるもので

あります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は3億 57 百万円（前年同期比53 百万円減）となりました。この主な内

訳は、配当金の支払による支出が2億96百万円（前年同期比5百万円増）、借入金の返済による支出が2

億円（前年同期比10百万円減）ありましたが、一方ストック・オプション行使により自己株式の処分に

よる収入が1億38百万円（前年同期比49百万円増）あったことによるものであります。 

 

（キャッシュ・フロー指標のトレンド） 

 平成17年8月中間期 平成18年2月期 平成18年8月中間期 

自己資本比率（％） 71.2 73.9 73.7 

時価ベースの自己資本比率（％） 143.2 168.5 152.6 

債務償還年数（年） 0.6 0.2 0.1 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 382.3 513.1 1,270.8 

（注）自己資本比率：自己資本/総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産 

債務償還年数：有利子負債/営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー/利払い 

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

※有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての負債を対象としております。ま

た利払いにつきましては、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 
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（訂正後） 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は22億48百万円（前年同期比9億17百万円増）となりました。この主

な内訳は、税引前中間純利益が22億06百万円（前年同期比3億54百万円増）と好調に推移し、また減

価償却費が2億67百万円（前年同期比57百万円増）発生し、新規出店により仕入債務が2億20百万円

（前年同期比95百万円増）及び未払金1億96百万円ありましたが、一方法人税等の支払による支出が8

億34百万円（前年同期比45百万円増）あったことによるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は4億24百万円（前年同期比3億27百万円減）となりました。この主

な内訳は、新規出店のための有形固定資産の取得による支出が4億3百万円（前年同期比76百万円減）

と店舗保証金の差入等による支出が36百万円（前年同期比2億90百万円減）発生したことによるもので

あります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は3億 57 百万円（前年同期比53 百万円減）となりました。この主な内

訳は、配当金の支払による支出が2億96百万円（前年同期比5百万円増）、借入金の返済による支出が2

億円（前年同期比10百万円減）ありましたが、一方ストック・オプション行使により自己株式の処分に

よる収入が1億38百万円（前年同期比49百万円増）あったことによるものであります。 

 

（キャッシュ・フロー指標のトレンド） 

 平成17年8月中間期 平成18年2月期 平成18年8月中間期 

自己資本比率（％） 71.2 73.8 73.6 

時価ベースの自己資本比率（％） 143.4 168.8 152.8 

債務償還年数（年） 0.6 0.2 0.1 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 381.2 509.3 1,268.4 

（注）自己資本比率：自己資本/総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産 

債務償還年数：有利子負債/営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー/利払い 

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

※有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての負債を対象としております。ま

た利払いにつきましては、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 
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（訂正前） 

4.中間財務諸表等 

   

（1）中間貸借対照表 

                                                                                        

                  
前中間会計期間末 

（平成17年8月31日現在） 
当中間会計期間末 

（平成18年8月31日現在） 
対前中間

期比 

前事業年度の要約貸借対照表 

（平成18年2月28日現在） 

区分 
注記

番号 
金    額（千円） 

構成比

（％）
金    額（千円） 

構成比

（％）

増減 

（千円） 
金    額（千円） 

構成比

（％）

（ 資 産 の 部 ）          

Ⅰ．流 動 資 産          

 １  現金及び預金         3,818,082   5,734,412    4,293,805   

 ２ 売 掛 金  27,571   35,664    27,944   

 ３ 有 価 証 券         2,481,934   2,483,099    2,482,176   

 ４ た な 卸 資 産         603,700   652,717    655,340   

 ５ 繰延税金資産         148,763   172,705    137,337   

 ６ そ の 他         282,700   325,792    218,334   

 ７  貸 倒 引 当 金         △86  △91    △99   

 流 動 資 産 合 計   
 

7,362,666 31.1  9,404,300 35.3 2,041,633  7,814,840 31.2 

            

Ⅱ．固 定 資 産            

  １ 有形固定資産       ※1           

  （１）建  物 ※2 3,282,077   3,932,337    3,919,805   

  （２）土  地 ※2 8,514,184   8,511,744    8,514,184   
※2 634,120  589,147  573,969    （３）そ の 他 

有形固定資産合計  12,430,382  
 

13,033,229  
 

13,007,959  
 

 2 無形固定資産        
 

   

  （１）ソフトウェア  37,550   58,049    43,569   

18,192   13,344   15,768  （２）そ の 他 

無形固定資産合計 
 

55,743   71,393  

 

 59,338 

 3 投資その他の資産       
 

  
 

 

  （１）投資有価証券  316,636   300,000    300,000   

  （２）繰延税金資産  180,286   185,649    175,396   

  （３）長期差入保証金  3,285,767   3,650,012    3,664,511   

  （４）そ の 他  19,966   17,139    18,776   

  （５）貸 倒 引 当 金         △19  △16    △18   

投資その他の資産合計  3,802,636 
 
  4,152,785    4,158,666   

 固 定 資 産 合 計  16,288,762 68.9  17,257,408 64.7 968,646  17,225,964 68.8 

資  産  合  計  23,651,429 100.0 26,661,709 100.0 3,010,279 25,040,805 100.0 
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（訂正後） 

4.中間財務諸表等 

   

（1）中間貸借対照表 

                                                                                        

                  
前中間会計期間末 

（平成17年8月31日現在） 
当中間会計期間末 

（平成18年8月31日現在） 
対前中間

期比 

前事業年度の要約貸借対照表 

（平成18年2月28日現在） 

区分 
注記

番号 
金    額（千円） 

構成比

（％）
金    額（千円） 

構成比

（％）

増減 

（千円） 
金    額（千円） 

構成比

（％）

（ 資 産 の 部 ）          

Ⅰ．流 動 資 産          

 １  現金及び預金         3,795,676   5,688,914    4,252,506   

 ２ 売 掛 金  27,571   35,664    27,944   

 ３ 有 価 証 券         2,481,934   2,483,099    2,482,176   

 ４ た な 卸 資 産         603,700   652,717    655,340   

 ５ 繰延税金資産         148,763   172,705    137,337   

 ６ そ の 他         282,700   325,792    218,334   

 ７  貸 倒 引 当 金         △86  △91    △99   

 流 動 資 産 合 計   
 

7,340,260 31.1  9,358,802 35.2 2,018,542  7,773,540 31.1 

            

Ⅱ．固 定 資 産            

  １ 有形固定資産       ※1           

  （１）建  物 ※2 3,282,077   3,932,337    3,919,805   

  （２）土  地 ※2 8,514,184   8,511,744    8,514,184   
※2 634,120  589,147  573,969    （３）そ の 他 

有形固定資産合計  12,430,382  
 

13,033,229  
 

13,007,959  
 

 2 無形固定資産        
 

   

  （１）ソフトウェア  37,550   58,049    43,569   

18,192   13,344   15,768  （２）そ の 他 

無形固定資産合計 
 

55,743   71,393  

 

 59,338 

 3 投資その他の資産       
 

  
 

 

  （１）投資有価証券  316,636   300,000    300,000   

  （２）繰延税金資産  180,286   185,649    175,396   

  （３）長期差入保証金  3,285,767   3,650,012    3,664,511   

  （４）そ の 他  19,966   17,139    18,776   

  （５）貸 倒 引 当 金         △19  △16    △18   

投資その他の資産合計  3,802,636 
 
  4,152,785    4,158,666   

 固 定 資 産 合 計  16,288,762 68.9  17,257,408 64.8 968,646  17,225,964 68.9 

資  産  合  計  23,629,023 100.0 26,616,211 100.0 2,987,188 24,999,505 100.0 
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（訂正前） 

 

                                                                                                   

 

 

 

 

 

 

前中間会計期間末 
（平成17年8月31日現在） 

当中間会計期間末 
（平成18年8月31日現在） 

対前中間

期比 

前事業年度の要約貸借対照表 

（平成18年2月28日現在） 

区分 
注記

番号 
金    額（千円） 

構成比

（％）
金    額（千円） 

構成比

（％）

増減 

（千円） 
金    額（千円） 

構成比

（％）

（ 負 債 の 部 ）      

Ⅰ．流 動 負 債           

 １  買  掛  金         2,461,963   2,727,848    2,506,978  
 ２ 1年内返済予定        

   長 期 借 入 金        

※2 

 
410,400   336,000    366,000   

 ３ 未  払  金         1,208,386  1,164,820   1,074,274  

 ４ 未払法人税等         802,435   981,461    886,846  
 ５ 未払消費税等        ※3 65,028   119,097    76,591   

 ６ 未 払 費 用         440,883   508,533    458,914   

 ７ 賞 与 引 当 金         170,000   189,195    135,000   

 ８ そ の 他         289,892   326,034    224,506   

 流 動 負 債 合 計   5,848,989 24.7  6,352,991 23.8 504,002  5,729,112 22.9 

              

Ⅱ．固 定 負 債            

 １  長 期 借 入 金        ※2 336,000   －    170,000   

 ２  退職給付引当金  178,811   200,898    165,734   

 ３  役員退職慰労引当 

     金   
 245,749   237,208    249,682   

４ そ の 他         195,542   231,022    233,488   

 固 定 負 債 合 計   956,103 4.1  669,129 2.5 △286,973  818,906 3.2 

負  債  合  計   6,805,092 28.8  7,022,121 26.3 217,029  6,548,018 26.1 
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（訂正後） 

 

                                                                                                   

 

 

 

 

 

 

前中間会計期間末 
（平成17年8月31日現在） 

当中間会計期間末 
（平成18年8月31日現在） 

対前中間

期比 

前事業年度の要約貸借対照表 

（平成18年2月28日現在） 

区分 
注記

番号 
金    額（千円） 

構成比

（％）
金    額（千円） 

構成比

（％）

増減 

（千円） 
金    額（千円） 

構成比

（％）

（ 負 債 の 部 ）      

Ⅰ．流 動 負 債           

 １  買  掛  金         2,461,963   2,727,848    2,506,978  
 ２ 1年内返済予定        

   長 期 借 入 金        

※2 

 
410,400   336,000    366,000   

 ３ 未  払  金         1,208,386  1,164,820   1,074,274  

 ４ 未払法人税等         802,435   981,461    886,846  
 ５ 未払消費税等        ※3 65,028   119,097    76,591   

 ６ 未 払 費 用         440,883   508,533    458,914   

 ７ 賞 与 引 当 金         170,000   189,195    135,000   

 ８ そ の 他         289,892   326,034    224,506   

 流 動 負 債 合 計   5,848,989 24.7  6,352,991 23.9 504,002  5,729,112 22.9 

              

Ⅱ．固 定 負 債            

 １  長 期 借 入 金        ※2 336,000   －    170,000   

 ２  退職給付引当金  178,811   200,898    165,734   

 ３  役員退職慰労引当 

     金   
 245,749   237,208    249,682   

４ そ の 他         195,542   231,022    233,488   

 固 定 負 債 合 計   956,103 4.1  669,129 2.5 △286,973  818,906 3.3 

負  債  合  計   6,805,092 28.8  7,022,121 26.4 217,029  6,548,018 26.2 
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（訂正前） 
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前中間会計期間末 
（平成17年8月31日現在） 

当中間会計期間末 
（平成18年8月31日現在） 

対前中間

期比 

前事業年度の要約貸借対照表 

（平成18年2月28日現在） 

区分 
注記

番号 
金    額（千円） 

構成比

（％）
金    額（千円） 

構成比

（％）

増減 

（千円） 
金    額（千円） 

構成比

（％）

 

（ 資 本 の 部 ） 
           

Ⅰ．資  本  金   1,515,150 6.4  － － －  1,515,150 6.1 

Ⅱ．資本剰余金            

 1  資 本 準 備 金         1,950,724   －    1,950,724   

 資 本 剰 余 金 合 計   1,950,724 8.2  － － －  1,950,724 7.8 

Ⅲ．利益剰余金            

 １ 利 益 準 備 金         53,464   －    53,464   

 ２  任 意 積 立 金  13,700,000   －    13,700,000   

 ３ 中間（当期）未処分 

   利益 
 1,417,461   －    2,723,235   

－ 
 

15,170,925 

1,316 

64.2 

0.0 
－ 

    － 
－ 

－ － 
 

16,476,699 

280 

65.8 

0.0 
 利 益 剰 余 金 合 計 

Ⅳ．自己株式払込金 

Ⅴ．自 己 株 式 

 
 

 
 △1,791,779 

 

△7.6 

 

 
－ － －  △1,450,067 

 

△5.8 

 

資  本  合  計   16,846,337 71.2  － － －  18,492,786 73.9 

負債・資本合計   23,651,429 100.0  － － －  25,040,805 100.0 

 

（ 純 資 産 の 部 ） 
           

Ⅰ 株主資本 

1 資本金   － －  1,515,150 5.7 －  － － 

2 資本剰余金            

(1)資本準備金  －   1,950,724    －   

 資本剰余金合計   － －  1,950,724 7.3 －  － － 

3 利益剰余金            
(1)利益準備金  －   53,464    －   
(2)その他利益剰余金            

別途積立金  －   15,700,000    －   

  繰越利益剰余金  －   1,717,226    －   

利益剰余金合計   － －  17,470,690 65.5 －  － － 

4 自己株式   － －  △1,296,977 △4.8 －  － － 

  株主資本合計   － －  19,639,587 73.7 －  － － 

  純資産合計   － －  19,639,587 73.7 －  － － 

負債純資産合計   － －  26,661,709 100.0 －  － － 

                     



（訂正後） 
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前中間会計期間末 
（平成17年8月31日現在） 

当中間会計期間末 
（平成18年8月31日現在） 

対前中間

期比 

前事業年度の要約貸借対照表 

（平成18年2月28日現在） 

区分 
注記

番号 
金    額（千円） 

構成比

（％）
金    額（千円） 

構成比

（％）

増減 

（千円） 
金    額（千円） 

構成比

（％）

 

（ 資 本 の 部 ） 
           

Ⅰ．資  本  金   1,515,150 6.4  － － －  1,515,150 6.1 

Ⅱ．資本剰余金            

 1  資 本 準 備 金         1,950,724   －    1,950,724   

 資 本 剰 余 金 合 計   1,950,724 8.3  － － －  1,950,724 7.8 

Ⅲ．利益剰余金            

 １ 利 益 準 備 金         53,464   －    53,464   

 ２  任 意 積 立 金  13,700,000   －    13,700,000   

 ３ 中間（当期）未処分 

   利益 
 1,395,055   －    2,681,935   

－  利 益 剰 余 金 合 計 

Ⅳ．自己株式払込金 
  

15,148,519 
1,316 

64.1 

0.0 
 － 

    － 

－ 

－ 
－ 

 
16,435,399 

280 

65.7 

0.0 

Ⅴ．自 己 株 式 

 
  

△1,791,779 
 

△7.6 

 

 － － －  △1,450,067 
 

△5.8 

 

資  本  合  計   16,823,931 71.2  － － －  18,451,487 73.8 

負債・資本合計   23,629,023 100.0  － － －  24,999,505 100.0 

 

（ 純 資 産 の 部 ） 
           

Ⅰ 株主資本 

1 資本金   － －  1,515,150 5.7 －  － － 

2 資本剰余金            

(1)資本準備金  －   1,950,724    －   

 資本剰余金合計   － －  1,950,724 7.3 －  － － 

3 利益剰余金            
(1)利益準備金  －   53,464    －   
(2)その他利益剰余金            

別途積立金  －   15,700,000    －   

  繰越利益剰余金  －   1,671,728    －   

利益剰余金合計   － －  17,425,192 65.5 －  － － 

4 自己株式   － －  △1,296,977 △4.9 －  － － 

  株主資本合計   － －  19,594,089 73.6 －  － － 

  純資産合計   － －  19,594,089 73.6 －  － － 

負債純資産合計   － －  26,616,211 100.0 －  － － 

                     



（訂正前） 

 

 （2） 中間損益計算書 

                                                                                     

                      

 

 

 

前中間会計期間 

（自 平成17年3月 1日 
至 平成17年8月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成18年3月 1日 
至 平成18年8月31日） 

対前中間期

比 

前事業年度の要約損益計算書 

（自 平成17年3月 1日 
至 平成18年2月28日） 

区分 
注記

番号 
金    額（千円） 

百分比 

（％） 
金    額（千円） 

百分比

（％）

増減 

（千円） 
金    額（千円） 

百分比

（％）

    ％   ％    ％

Ⅰ．売 上 高          27,070,471 100.0  31,025,706 100.0 3,955,234  55,787,762 100.0 

Ⅱ．売 上 原 価        20,656,367 76.3 23,575,845 76.0 2,919,478 42,368,558 75.9 

 売 上 総 利 益          
  

6,414,104 23.7 
 

7,449,861 24.0 1,035,756 
 

13,419,203 24.1 

Ⅲ．不動産賃貸収入 299,136 1.1 366,873 1.2 67,736 632,628 1.1 

 営 業 総 利 益          
  

6,713,241 24.8 
 

7,816,734 25.2 1,103,493 
 

14,051,831 25.2 

Ⅳ．販売費及び一般管理

費  
4,866,538 18.0 5,615,627 18.1 749,088 9,918,764 17.8 

 営 業 利 益          

  

1,846,702 6.8 

 

2,201,107 7.1 354,404 

 

4,133,067 7.4 

Ⅴ．営 業 外 収 益             ※1  21,109 0.1  25,036 0.0 3,926  47,329 0.1 

Ⅵ．営 業 外 費 用             ※2  6,715 0.0 11,666 0.0 4,950 12,640 0.0 

 経 常 利 益            1,861,096 6.9 
 

2,214,477 7.1 353,380 
 

4,167,757 7.5 

Ⅶ．特 別 利 益             ※3  28 0.0  9 0.0 △19  746 0.0 

Ⅷ．特 別 損 失             ※4・5 5,736 0.0 4,033 0.0 △1,702 28,253 0.1 

 税引前中間（当期）純

利益 
 

 
1,855,388 6.9 

 
2,210,452 7.1 

 

355,064 

 

 

 4,140,250 7.4 

 法人税、住民税及び事業

税 
 780,950   950,875    1,712,754   

 法人税等調整額          576 781,527 2.9 △45,620 905,255 2.9 123,728 16,892 1,729,647 3.1 

 中間（当期）純利益 
 

 1,073,861 4.0  1,305,197 4.2 231,335  2,410,602 4.3 

 前 期 繰 越 利 益          352,910  －   352,910  

自己株式処分差損 9,310  －   40,278  

 中間（当期）未処分利 

益   
1,417,461  －   2,723,235  
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（訂正後） 
 

（2） 中間損益計算書 

                                                                                     

                      

 

 

 

前中間会計期間 

（自 平成17年3月 1日 
至 平成17年8月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成18年3月 1日 
至 平成18年8月31日） 

対前中間期

比 

前事業年度の要約損益計算書 

（自 平成17年3月 1日 
至 平成18年2月28日） 

区分 
注記

番号 
金    額（千円） 

百分比 

（％） 
金    額（千円） 

百分比

（％）

増減 

（千円） 
金    額（千円） 

百分比

（％）

    ％   ％    ％

Ⅰ．売 上 高          27,070,471 100.0  31,025,706 100.0 3,955,234  55,787,762 100.0 

Ⅱ．売 上 原 価        20,660,122 76.3 23,575,845 76.0 2,915,723 42,390,307 75.9 

 売 上 総 利 益          
  

6,410,349 23.7 
 

7,449,861 24.0 1,039,512 
 

13,397,454 24.1 

Ⅲ．不動産賃貸収入 299,136 1.1 366,873 1.2 67,736 632,628 1.1 

 営 業 総 利 益          
  

6,709,485 24.8 
 

7,816,734 25.2 1,107,249 
 

14,030,082 25.2 

Ⅳ．販売費及び一般管理

費  
4,866,538 18.0 5,619,601 18.1 753,063 9,918,764 17.8 

 営 業 利 益          

  

1,842,947 6.8 

 

2,197,132 7.1 354,185 

 

4,111,317 7.4 

Ⅴ．営 業 外 収 益             ※1  21,109 0.1  25,011 0.0 3,901  47,330 0.1 

Ⅵ．営 業 外 費 用             ※2  6,903 0.0 11,864 0.0 4,961 13,727 0.0 

 経 常 利 益            1,857,153 6.9 
 

2,210,278 7.1 353,125 
 

4,144,920 7.5 

Ⅶ．特 別 利 益             ※3  28 0.0  9 0.0 △19  746 0.0 

Ⅷ．特 別 損 失             ※4・5 5,736 0.0 4,033 0.0 △1,702 28,253 0.1 

 税引前中間（当期）純

利益 
 

 
1,851,445 6.9 

 
2,206,254 7.1 

 

354,809 

 

 

 4,117,413 7.4 

 法人税、住民税及び事業

税 
 780,950   950,875    1,712,754   

 法人税等調整額          576 781,527 2.9 △45,620 905,255 2.9 123,728 16,892 1,729,647 3.1 

 中間（当期）純利益 
 

 1,069,918 4.0  1,300,999 4.2 231,081  2,387,766 4.3 

 前 期 繰 越 利 益          334,447  －   334,447  

自己株式処分差損 9,310  －   40,278  

 中間（当期）未処分利 

益   
1,395,055  －   2,681,935  
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（訂正前） 
 

（3）中間株主資本等変動計算書 

 

 当中間会計期間（自平成18年3月1日 至平成18年8月31日） 
株主資本 

資本剰余金 利益余剰金 

その他利益剰余金 

 

資本金 資本 

準備金 

その他 

資本 

剰余金 

資本 

剰余金 

合計 

利益 

準備金 
別途 

積立金 

繰越利益剰余

金 

利益 

剰余金 

合計 

自己株式 

自己株

式申込

金 

株主資本 

合計 

平成18年2月28日残高 

        （千円） 
1,515,150 1,950,724 － 1,950,724 53,464 13,700,000 2,723,235 16,476,699 △1,450,067 280 18,492,786 

中間会計期間中の変動額            

別途積立金の積立て      2,000,000 △2,000,000 －   － 

剰余金の配当       △297,094 △297,094   △297,094 

中間純利益       1,305,197 1,305,197   1,305,197 

自己株式の処分       △14,112 △14,112 153,090 △280 138,698 

株主資本以外の項目の中

間会計期間中の変動額

（純額） 

           

中間会計期間中の変動額合

計      （千円） 
－ － － － － 2,000,000 △1,006,009 993,990 153,090 △280 1,146,800 

平成18年8月31日残高 

        （千円） 
1,515,150 1,950,724 － 1,950,724 53,464 15,700,000 1,717,226 17,470,690 △1,296,977 － 19,639,587 

 

 純資産合計 

平成18年2月28日残高 

        （千円） 
18,492,786 

中間会計期間中の変動額  

別途積立金の積立て － 

剰余金の配当 △297,094 

中間純利益 1,305,197 

自己株式の処分 138,698 

株主資本以外の項目の中

間会計期間中の変動額

（純額） 

 

中間会計期間中の変動額合

計      （千円） 
1,146,800 

平成18年8月31日残高 

        （千円） 
19,639,587 
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（訂正後） 
（3）中間株主資本等変動計算書 

 

 当中間会計期間（自平成18年3月1日 至平成18年8月31日） 
株主資本 

資本剰余金 利益余剰金 

その他利益剰余金 

 

資本金 資本 

準備金 

資本 

剰余金 

合計 

利益 

準備金 
別途 

積立金 

繰越利益剰余

金 

利益 

剰余金 

合計 

自己株式 

自己株

式申込

金 

株主資本 

合計 

平成18年2月28日残高 

        （千円） 
1,515,150 1,950,724 1,950,724 53,464 13,700,000 2,681,935 16,435,399 △1,450,067 280 18,451,487 

中間会計期間中の変動額           

別途積立金の積立て     2,000,000 △2,000,000 －   － 

剰余金の配当      △297,094 △297,094   △297,094 

中間純利益      1,300,999 1,300,999   1,300,999 

自己株式の処分      △14,112 △14,112 153,090 △280 138,698 

株主資本以外の項目の中

間会計期間中の変動額

（純額） 

          

中間会計期間中の変動額合

計      （千円） 
－ － － － 2,000,000 △1,010,207 989,792 153,090 △280 1,142,602 

平成18年8月31日残高 

        （千円） 
1,515,150 1,950,724 1,950,724 53,464 15,700,000 1,671,728 17,425,192 △1,296,977 － 19,594,089 

 

 純資産合計 

平成18年2月28日残高 

        （千円） 
18,451,487 

中間会計期間中の変動額  

別途積立金の積立て － 

剰余金の配当 △297,094 

中間純利益 1,300,999 

自己株式の処分 138,698 

株主資本以外の項目の中

間会計期間中の変動額

（純額） 

 

中間会計期間中の変動額合

計      （千円） 
1,142,602 

平成18年8月31日残高 

        （千円） 
19,594,089 
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（訂正前） 
 

（4） 中間キャッシュ･フロー計算書 

                                                                                        

前中間会計期間 当中間会計期間 
前事業年度の 

要約ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ計算書 
                         

 

 

  

 

 

 

 

（自 平成17年3月 1日 
至 平成17年8月31日） 

（自 平成18年3月 1日 

至 平成18年8月31日） 

対前中間期比 
（自 平成17年3月 1日 
  至 平成18年2月28日） 

区分 
注記 

番号 
金       額（千円） 金       額（千円） 

増減 

（千円） 
金       額（千円） 

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ･フロー      

 税引前中間（当期）純利益  1,855,388 2,210,452  4,140,250 

 減価償却費  210,223 267,501  467,057 

 無形固定資産償却費、その他投資 

 及び繰延資産償却費 

 

 
11,429 14,276  24,169 

 貸倒引当金の減少額  △28 △9  △18 

 賞与引当金の増加額  40,000 54,195  5,000 

 退職給付引当金の増加（△減少）額  △7,190 35,163  △20,266 

 役員退職慰労引当金の増加（△減少）額  4,191 △12,474  8,124 

 受取利息及び受取配当金  △1,311 △2,545  △4,140 

 支払利息  3,868 1,895  6,633 

有形固定資産売却益  － －  △689 

 有形固定資産除却損  5,704 1,557  11,578 

固定資産減損損失  － 2,440  － 

 有形固定資産売却損  32 36  32 

投資有価証券評価損  － －  16,642 

ゴルフ会員権売却益  － －  △38 

 売上債権の増加額  △5,253 △7,719  △5,627 

 たな卸資産の減少（△増加）額  △25,815 2,622  △77,454 

 前払費用の増加額  △93,345 △94,327  △33,008 

 その他流動資産の減少（△増加）額  5,057 △14,382  5,984 

 仕入債務の増加額  125,774 220,870  170,789 

 未払消費税等の増加（△減少）額  △37,373 42,505  △25,809 

 未払費用の増加額  22,187 49,618  40,218 

未払金増加額  － 196,577  － 

 その他流動負債の増加（△減少）額  △19,412 79,379  △39,133 

 その他  29,497 37,681  14,590 

    小       計  2,123,624 3,085,314 961,690 4,704,883 

 利息及び配当金の受取額  3,497 3,516  6,341 

 利息の支払額  △3,491 △1,772  △5,925 

 法人税等の支払額  △788,784 △834,111  △1,664,954 

      

  営業活動によるキャッシュ･フロー  1,334,845 2,252,946 918,101 3,040,345 
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（訂正後） 

 

（4） 中間キャッシュ･フロー計算書 

                                                                                        

前中間会計期間 当中間会計期間 
前事業年度の 

要約ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ計算書 
                         

 

 

  

 

 

 

 

（自 平成17年3月 1日 
至 平成17年8月31日） 

（自 平成18年3月 1日 

至 平成18年8月31日） 

対前中間期比 
（自 平成17年3月 1日 
  至 平成18年2月28日） 

区分 
注記 

番号 
金       額（千円） 金       額（千円） 

増減 

（千円） 
金       額（千円） 

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ･フロー      

 税引前中間（当期）純利益  1,851,445 2,206,254  4,117,413 

 減価償却費  210,223 267,501  467,057 

 無形固定資産償却費、その他投資 

 及び繰延資産償却費 

 

 
11,429 14,276  24,169 

 貸倒引当金の減少額  △28 △9  △18 

 賞与引当金の増加額  40,000 54,195  5,000 

 退職給付引当金の増加（△減少）額  △7,190 35,163  △20,266 

 役員退職慰労引当金の増加（△減少）額  4,191 △12,474  8,124 

 受取利息及び受取配当金  △1,311 △2,545  △4,140 

 支払利息  3,868 1,895  6,633 

有形固定資産売却益  － －  △689 

 有形固定資産除却損  5,704 1,557  11,578 

固定資産減損損失  － 2,440  － 

 有形固定資産売却損  32 36  32 

投資有価証券評価損  － －  16,642 

ゴルフ会員権売却益  － －  △38 

 売上債権の増加額  △5,253 △7,719  △5,627 

 たな卸資産の減少（△増加）額  △25,815 2,622  △77,454 

 前払費用の増加額  △93,345 △94,327  △33,008 

 その他流動資産の減少（△増加）額  5,057 △14,382  5,984 

 仕入債務の増加額  125,774 220,870  170,789 

 未払消費税等の増加（△減少）額  △37,373 42,505  △25,809 

 未払費用の増加額  22,187 49,618  40,218 

未払金増加額  － 196,577  － 

 その他流動負債の増加（△減少）額  △19,412 79,379  △39,133 

 その他  29,497 37,681  14,590 

    小       計  2,119,681 3,081,115 961,434 4,682,046 

 利息及び配当金の受取額  3,497 3,516  6,341 

 利息の支払額  △3,491 △1,772  △5,925 

 法人税等の支払額  △788,784 △834,111  △1,664,954 

      

  営業活動によるキャッシュ･フロー  1,330,902 2,248,748 917,846 3,017,508 
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（訂正前） 

 
 

 

 前中間会計期間 当中間会計期間 
前事業年度の 

要約ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ計算書 
                         

 

 

  

 

 
（自 平成17年3月 1日至 

平成17年8月31日） 
（自 平成18年3月 1日 

至 平成18年8月31日） 

 
対前中間期比 

 （自 平成17年3月 1日至 

平成18年2月28日） 

区分 
注記 

番号 
金       額（千円） 金       額（千円） 

増減 

（千円） 
金       額（千円） 

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ･フロー 
     

 定期預金の預入による支出  △30,000 △30,000  △460,000 

 定期預金の払戻による収入  60,000 60,000  460,000 

 有形固定資産の取得による支出  △480,645 △403,745  △1,440,794 

 有形固定資産の売却による収入  5,353 20  6,817 

 無形固定資産の取得による支出  △14,371 △22,349  △32,921 

 貸付けによる支出  △2,000 －  △2,000 

 貸付金の回収による収入  5,878 1,230  7,088 

 その他投資の取得による支出  △327,166 △36,296  △785,181 

 その他投資の減少による収入  4,800 5,899  72,621 

 預り保証金の減少による支出   △3,966 －  △7,632 

預り保証金の増加による収入  30,679 1,200  72,291 

  投資活動によるキャッシュ･フロー   △751,439 △424,042 327,396 △2,109,712 

      

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ･フロー      

 長期借入金の返済による支出  △210,400 △200,000  △420,800 

 配当金の支払額  △290,202 △296,072  △290,815 

自己株式取得による支出  △59 －  △59 

自己株式の処分による収入  88,970 138,698  399,714 

その他  1,316 －  280 

  財務活動によるキャッシュ･フロー  △410,375 △357,374 53,001 △311,681 

      

Ⅳ．現金及び現金同等物に係る 

換 算 差 額 
 － － － － 

Ⅴ．現金及び現金同等物の増加額      173,031 1,471,529 1,298,498 618,952 

Ⅵ．現金及び現金同等物の期首残高  
  

5,981,921 
 

6,600,874 618,952 

 
5,981,921 

 
Ⅶ．現金及び現金同等物の中間期末 

   （期末）残高 
※ 6,154,953 8,072,404 1,917,451 6,600,874 
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（訂正後） 
 
 

 前中間会計期間 当中間会計期間 
前事業年度の 

要約ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ計算書 
                         

 

 

  

 

 
（自 平成17年3月 1日至 

平成17年8月31日） 
（自 平成18年3月 1日 

至 平成18年8月31日） 

 
対前中間期比 

 （自 平成17年3月 1日至 

平成18年2月28日） 

区分 
注記 

番号 
金       額（千円） 金       額（千円） 

増減 

（千円） 
金       額（千円） 

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ･フロー 
     

 定期預金の預入による支出  △30,000 △30,000  △460,000 

 定期預金の払戻による収入  60,000 60,000  460,000 

 有形固定資産の取得による支出  △480,645 △403,745  △1,440,794 

 有形固定資産の売却による収入  5,353 20  6,817 

 無形固定資産の取得による支出  △14,371 △22,349  △32,921 

 貸付けによる支出  △2,000 －  △2,000 

 貸付金の回収による収入  5,878 1,230  7,088 

 その他投資の取得による支出  △327,166 △36,296  △785,181 

 その他投資の減少による収入  4,800 5,899  72,621 

 預り保証金の減少による支出   △3,966 －  △7,632 

預り保証金の増加による収入  30,679 1,200  72,291 

  投資活動によるキャッシュ･フロー   △751,439 △424,042 327,396 △2,109,712 

      

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ･フロー      

 長期借入金の返済による支出  △210,400 △200,000  △420,800 

 配当金の支払額  △290,202 △296,072  △290,815 

自己株式取得による支出  △59 －  △59 

自己株式の処分による収入  88,970 138,698  399,714 

その他  1,316 －  280 

  財務活動によるキャッシュ･フロー  △410,375 △357,374 53,001 △311,681 

      

Ⅳ．現金及び現金同等物に係る 

換 算 差 額 
 － － － － 

Ⅴ．現金及び現金同等物の増加額      169,087 1,467,331 1,298,244 596,115 

Ⅵ．現金及び現金同等物の期首残高  
  

5,963,459 
 

6,559,574 596,115 

 
5,963,459 

 
Ⅶ．現金及び現金同等物の中間期末 

   （期末）残高 
※ 6,132,546 8,026,906 1,894,360 6,559,574 
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（訂正前） 

    中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

 

前中間会計期間 

（自 平成17年3月 1 日 

至 平成17年8月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成18年3月 1 日 

至 平成18年8月31日） 

前事業年度 

（自 平成17年3月 1 日 

至 平成18年2月28日） 

 

 

 

（貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準） 
 当中間会計期間より「貸借対照表の純資産の部の表示に関

する会計基準」（企業会計基準委員会 平成 17 年 12 月 9 日

企業会計基準第 5 号）及び「貸借対照表の純資産の部の表示

に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準委員会平成

17 年12月9日企業会計基準適用指針第8号）を適用してお

ります。従来の資本の部の合計に相当する金額は 19,639,587
千円であります。 
 なお、中間財務諸表等規則の改正により当中間会計期間に

おける中間貸借対照表の純資産の部については、改正後の中

間財務諸表等規則により作成しております。 
（固定資産の減損に係る会計基準） 
 当中間会計期間より、固定資産の減損に係る会計基準（「固

定資産の減損に係る会計基準の設定に関する意見書」（企業

会計審議会 平成14年8月9日））及び「固定資産の減損に

係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第6号 平

成 15 年 10 月 31 日）を適用しております。これにより税引

前中間純利益は2,440千円減少しております。 
 なお、減損損失累計額については、改正後の中間財務諸表

等規則に基づき各資産の金額から直接控除しております。 

 

 

表示方法の変更 

前中間会計期間 

（自 平成17年3月 1 日 

至 平成17年8月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成18年3月 1 日 

至 平成18年8月31日） 
 （キャッシュ・フロー計算書） 

  

営業活動によるキャッシュ・フローの「未払金の増加額」は、前中間会計期間

は、「その他流動負債の増加（△減少）額」に含めて表示しておりましたが、金

額的重要性が増したため区分掲記しております。 

なお、前中間会計期間の「その他流動負債の増加（△減少）額」に含まれてい

る「未払金の増加（△減少）額」は△132,859千円であります。 

追加情報 
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 前中間会計期間 

（自 平成17年3月 1 日 

至 平成17年8月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成18年3月 1 日 

至 平成18年8月31日） 

前事業年度 

（自 平成17年3月 1 日 

至 平成18年2月28日） 

             

「地方税法等の一部を改正する法律」（平成15年法律9

号）が平成15年3月31日に公布され、平成16年4月

1日以後に開始する事業年度より外形標準課税制度が導

入されたことに伴い、当中間会計期間から「法人事業税

における外形標準課税部分の損益計算書上の表示につ

いての実務上の取扱い」（平成16年2月13日 企業会

計基準委員会実務対応報告第12号）に従い法人事業税

の付加価値割及び資本割については、販売費及び一般管

理費に計上しております。 

この結果、販売費及び一般管理費が 25,060 千円増加

し、営業利益、経常利益及び税引前中間純利益が25,060

千円減少しております。  

 「地方税法等の一部を改正する法律」（平成15年法律

9号）が平成15年3月31日に公布され、平成16年4

月1日以後に開始する事業年度より外形標準課税制度

が導入されたことに伴い、当事業年度から「法人事業

税における外形標準課税部分の損益計算書上の表示に

ついての実務上の取扱い」（平成16年2月13日 企

業会計基準委員会実務対応報告第12号）に従い法人事

業税の付加価値割及び資本割については、販売費及び

一般管理費に計上しております。 

この結果、販売費及び一般管理費が 53,836 千円増加

し、営業利益、経常利益及び税引前当期純利益が53,836

千円減少しております。 



（訂正後） 

         中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

 

前中間会計期間 

（自 平成17年3月 1 日 

至 平成17年8月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成18年3月 1 日 

至 平成18年8月31日） 

前事業年度 

（自 平成17年3月 1 日 

至 平成18年2月28日） 

 

 

 

（貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準） 
 当中間会計期間より「貸借対照表の純資産の部の表示に関

する会計基準」（企業会計基準委員会 平成17 年12 月9 日

企業会計基準第5号）及び「貸借対照表の純資産の部の表示

に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準委員会平成

17年12月9日企業会計基準適用指針第8号）を適用してお

ります。従来の資本の部の合計に相当する金額は19,594,089
千円であります。 
 なお、中間財務諸表等規則の改正により当中間会計期間に

おける中間貸借対照表の純資産の部については、改正後の中

間財務諸表等規則により作成しております。 
（固定資産の減損に係る会計基準） 
 当中間会計期間より、固定資産の減損に係る会計基準（「固

定資産の減損に係る会計基準の設定に関する意見書」（企業

会計審議会 平成14年8月9日））及び「固定資産の減損に

係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 6 号

平成15年10月31日）を適用しております。これにより税

引前中間純利益は2,440千円減少しております。 
 なお、減損損失累計額については、改正後の中間財務諸表

等規則に基づき各資産の金額から直接控除しております。 

 

 

表示方法の変更 

前中間会計期間 

（自 平成17年3月 1 日 

至 平成17年8月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成18年3月 1 日 

至 平成18年8月31日） 
 （キャッシュ・フロー計算書） 

  

営業活動によるキャッシュ・フローの「未払金の増加額」は、前中間会計期

間は、「その他流動負債の増加（△減少）額」に含めて表示しておりましたが、

金額的重要性が増したため区分掲記しております。 

なお、前中間会計期間の「その他流動負債の増加（△減少）額」に含まれて

いる「未払金の増加（△減少）額」は△132,859千円であります。 

追加情報 
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 前中間会計期間 

（自 平成17年3月 1 日 

至 平成17年8月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成18年3月 1 日 

至 平成18年8月31日） 

前事業年度 

（自 平成17年3月 1 日 

至 平成18年2月28日） 

             

「地方税法等の一部を改正する法律」（平成15年法律9

号）が平成15年3月31日に公布され、平成16年4月

1日以後に開始する事業年度より外形標準課税制度が導

入されたことに伴い、当中間会計期間から「法人事業税

における外形標準課税部分の損益計算書上の表示につ

いての実務上の取扱い」（平成16年2月13日 企業会

計基準委員会実務対応報告第12号）に従い法人事業税

の付加価値割及び資本割については、販売費及び一般管

理費に計上しております。 

この結果、販売費及び一般管理費が 25,060 千円増加

し、営業利益、経常利益及び税引前中間純利益が25,060

千円減少しております。  

 「地方税法等の一部を改正する法律」（平成15年法律

9号）が平成15年3月31日に公布され、平成16年4

月1日以後に開始する事業年度より外形標準課税制度

が導入されたことに伴い、当事業年度から「法人事業

税における外形標準課税部分の損益計算書上の表示に

ついての実務上の取扱い」（平成16年2月13日 企

業会計基準委員会実務対応報告第12号）に従い法人事

業税の付加価値割及び資本割については、販売費及び

一般管理費に計上しております。 

この結果、販売費及び一般管理費が 53,836 千円増加

し、営業利益、経常利益及び税引前当期純利益が53,836

千円減少しております。 



（訂正前） 

 
（中間キャッシュ･フロー計算書関係） 

                                     

前中間会計期間 

（自 平成17年3月 1 日 

 至 平成17年8月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成18年3月 1 日 

  至 平成18年8月31日） 

前事業年度 

（自 平成17年3月 1 日 

 至 平成18年2月28日） 

 

※現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成17年8月31日現在） 

（千円） 

現金及び預金勘定   3,818,082 

有価証券勘定     2,481,934 

小 計       6,300,017 

 

預入期間が3ヶ月を 

超える定期預金     △45,000 

公社債投資信託    △100,064 

現金及び現金同等物  6,154,953 

 

    

   

 

※現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成18年8月31日現在） 

（千円） 

現金及び預金勘定   5,734,412 

有価証券勘定     2,483,099 

小 計       8,217,512 

 

預入期間が3ヶ月を 

超える定期預金     △45,000 

公社債投資信託    △100,108 

現金及び現金同等物  8,072,404 

 

  

   

 

※現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係（平成18

年2月28日現在） 

（千円） 

現金及び預金勘定   4,293,805 

有価証券勘定     2,482,176 

小 計       6,775,982 

 

預入期間が3ヶ月を 

超える定期預金     △75,000 

公社債投資信託    △100,108 

現金及び現金同等物  6,600,874 

 

     

   

 
 
 
（リース取引関係） 
 
  該当事項はありません。 
 
 
 
（有価証券関係） 
 

時価評価されていない主な有価証券の内容 
 

前中間会計期間末 

（平成17年8月31日） 

当中間会計期間末 

（平成18年8月31日） 

前事業年度末 

（平成18年2月28日） 
 

中間貸借対照表計上額 

（千円） 

中間貸借対照表計上額 

（千円） 

貸借対照表計上額 

（千円） 

（1）満期保有目的の債券 

   ノムラヨーロッパファイナンス 

   N.V.NO.4737 

300,000 300,000       300,000 

（2）その他有価証券 

   非上場外国転換社債 

 

16,636 

 

－ 

        

         － 

   その他 2,481,934 2,483,099       2,482,176 
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（訂正後） 
 
（中間キャッシュ･フロー計算書関係） 

                                     

前中間会計期間 

（自 平成17年3月 1 日 

 至 平成17年8月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成18年3月 1 日 

  至 平成18年8月31日） 

前事業年度 

（自 平成17年3月 1 日 

 至 平成18年2月28日） 

 

※現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成17年8月31日現在） 

（千円） 

現金及び預金勘定   3,795,676 

有価証券勘定     2,481,934 

小 計       6,277,610 

 

預入期間が3ヶ月を 

超える定期預金     △45,000 

公社債投資信託    △100,064 

現金及び現金同等物  6,132,546 

 

    

   

 

※現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成18年8月31日現在） 

（千円） 

現金及び預金勘定   5,688,914 

有価証券勘定     2,483,099 

小 計       8,172,014 

 

預入期間が3ヶ月を 

超える定期預金     △45,000 

公社債投資信託    △100,108 

現金及び現金同等物  8,026,906 

 

  

   

 

※現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係（平成18

年2月28日現在） 

（千円） 

現金及び預金勘定   4,252,506 

有価証券勘定     2,482,176 

小 計       6,734,682 

 

預入期間が3ヶ月を 

超える定期預金     △75,000 

公社債投資信託    △100,108 

現金及び現金同等物  6,559,574 

 

     

   

 
 
 
（リース取引関係） 
 
  該当事項はありません。 
 
 
 
（有価証券関係） 
 

時価評価されていない主な有価証券の内容 
 

前中間会計期間末 

（平成17年8月31日） 

当中間会計期間末 

（平成18年8月31日） 

前事業年度末 

（平成18年2月28日） 
 

中間貸借対照表計上額 

（千円） 

中間貸借対照表計上額 

（千円） 

貸借対照表計上額 

（千円） 

（1）満期保有目的の債券 

   ノムラヨーロッパファイナンス 

   N.V.NO.4737 

300,000 300,000       300,000 

（2）その他有価証券 

   非上場外国転換社債 

 

16,636 

 

－ 

        

         － 

   その他 2,481,934 2,483,099       2,482,176 
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（訂正前） 

（１株当たり情報） 
 

前中間会計期間 

（自 平成17年3月 1 日 

 至 平成17年8月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成18年3月 1 日 

  至 平成18年8月31日） 

前事業年度 

（自 平成17年3月 1 日 

 至 平成18年2月28日） 

 

１株当たり純資産額     1,439円38銭 

１株当たり中間純利益金額   92円06銭 

潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額 

               90円65銭 

 

当社は、平成 16 年 10 月 20 日付で株式 1 株に

つき2株の株式分割を行っております。 

なお、当該株式分割が前期首に行われたと仮定

した場合の前中間会計期間における 1 株当たり情

報については以下の通りとなります。 

1株当たり純資産額    1,265円22銭 

 1株当たり中間純利益金額  95円45銭 

潜在株式調整後1株当たり中間純利益金額 

              93円73銭 

 

 

１株当たり純資産額     1,641円45銭 

１株当たり中間純利益金額   109円35銭 

潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額 

               107円89銭 

 

 

１株当たり純資産額     1,556円11銭 

１株当たり当期純利益金額   205円46銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 

               201円63銭 

  

 （注） １株当たり中間（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 前中間会計期間 

（自 平成17年3月 1 日 

  至 平成17年8月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成18年3月 1 日 

  至 平成18年8月31日） 

前事業年度 

（自 平成17年3月 1 日 

至 平成18年2月28日） 

１株当たり中間（当期）純利益金額    

 中間（当期）純利益（千円） 1,073,861  1,305,197 2,410,602 

 普通株主に帰属しない金額（千円） －  － －  

 普通株式に係る中間（当期）純利益（千円） 1,073,861  1,305,197 2,410,602 

 期中平均株式数（株） 11,664,953  11,935,622 11,732,603 

    

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金

額 
   

 中間（当期）純利益調整額（千円） －  － － 

 普通株式増加数（株） 181,001  162,249 222,734 

  （うち新株予約権） （181,001）    （162,249）        （222,734） 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり中間（当期）純利益の算定に含めなかった

潜在株式の概要 

－  － － 
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（訂正後） 

（１株当たり情報） 
 

前中間会計期間 

（自 平成17年3月 1 日 

 至 平成17年8月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成18年3月 1 日 

  至 平成18年8月31日） 

前事業年度 

（自 平成17年3月 1 日 

 至 平成18年2月28日） 

 

１株当たり純資産額     1,437円46銭 

１株当たり中間純利益金額   91円72銭 

潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額 

               90円32銭 

 

当社は、平成 16 年 10 月 20 日付で株式 1 株に

つき2株の株式分割を行っております。 

なお、当該株式分割が前期首に行われたと仮定

した場合の前中間会計期間における 1 株当たり情

報については以下の通りとなります。 

1株当たり純資産額    1,264円43銭 

 1株当たり中間純利益金額  94円12銭 

潜在株式調整後1株当たり中間純利益金額 

              92円42銭 

 

 

１株当たり純資産額     1,637円65銭 

１株当たり中間純利益金額   109円00銭 

潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額 

               107円54銭 

 

 

１株当たり純資産額     1,552円64銭 

１株当たり当期純利益金額   203円52銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 

               199円72銭 

  

 （注） １株当たり中間（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 前中間会計期間 

（自 平成17年3月 1 日 

  至 平成17年8月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成18年3月 1 日 

  至 平成18年8月31日） 

前事業年度 

（自 平成17年3月 1 日 

至 平成18年2月28日） 

１株当たり中間（当期）純利益金額    

 中間（当期）純利益（千円） 1,069,918  1,300,999 2,387,766 

 普通株主に帰属しない金額（千円） －  － －  

 普通株式に係る中間（当期）純利益（千円） 1,069,918  1,300,999 2,387,766 

 期中平均株式数（株） 11,664,953  11,935,622 11,732,603 

    

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金

額 
   

 中間（当期）純利益調整額（千円） －  － － 

 普通株式増加数（株） 181,001  162,249 222,734 

  （うち新株予約権） （181,001）    （162,249）        （222,734） 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり中間（当期）純利益の算定に含めなかった

潜在株式の概要 

－  － － 
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